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 代表者要件 構成員において決定された代
表者が、共同体協定書において明らかである
こと。
 共同体協定書 共同体協定書が、上記３
の交付場所において交付する所定の様式によ
るものであること。

５ 競争参加資格の決定を受けていない者を構成
員に含む共同体の取扱い
上記４イの決定を受けていない者を構成員
に含む共同体も上記２及び３により申請をする
ことができる。この場合において、共同体とし
ての資格が決定されるためには、上記４イの
決定を受けていない構成員が上記４イの決定
を受けることが必要である。また、この場合に
おいて、上記４イの決定を受けていない構成
員が、当該業務に係る技術提案書の提出の時ま
でに上記４イの決定を受けていないときは、
共同体としての資格がないと決定する。

電気通信機器及びサービスの調達予定の公示
平成30年度当初において判明している10万ＳＤＲ以上の電気通信機器及びサービスの調達に係る入
札公告（公示）の予定を次のとおり公示します。なお、本公示内容は予定であり、本公示に掲載され
ていない調達であっても、年度途中において10万ＳＤＲ以上となるものがあり得ます。
当該予定に関して資料、意見その他の調達に必要な情報の提出を招請します。
平成 30 年６月 21 日

［掲載順序］
品目分類番号 調達物品・サービス及び数量 調達方法 入札公告（公示）の予定時期
担当部局 既存の供給品又は設備との接続性の要件により既に確定した仕様書を繰り返し使用
する必要性の具体的理由 供給者が調達に係る下請けに対して関心を表明する方法
Classification of the products or services to be procured Nature and quantity of the
products or services to be procured Type of the procurement Expected date of the public
notice of the tender Contact point for the notice Reasons for the necessity to use estab‑
lished specifications

〇経理責任者 国立大学法人埼玉大学事務局長 平林 正吉
◎調達機関番号 415 ◎所在地番号 11
15 無線ＬＡＮシステム 一式 購入等 ９月 埼玉大学財務部経理課事務局等担当係
長 さいたま市桜区下大久保255 電話0488583016 上記の担当部門に申し出ること。
Summary

Saitama University

15 Wireless LAN System 1 Set Purchase September／2018 Accounting Divi‑
sion, Finance Department, Saitama University, 255 Shimo‑ohkubo Sakura‑ku Saitama‑shi
Japan TEL 0488583016

６ 資格審査の結果の通知
「資格審査結果通知書」により通知する。

７ 資格の有効期間
上記６の共同体としての資格の有効期間は、
共同体としての資格の決定の日から当該業務が
完了する日までとする。ただし、当該業務に係
る契約の相手方以外の者にあっては、当該業務
に係る契約が締結される日までとする。
８ その他
 共同体の名称は、「候補地基本構想等策定
業務設計共同体」とする。
 当該業務の受注者を特定する手続に参加す
るためには、技術提案書の提出の時において、
共同体としての資格の決定を受け、かつ、当
該業務の「公募型プロポーザル方式に係る手
続開始の公示」（平成30年６月21日付支出負担
行為担当官防衛省大臣官房会計課会計管理
官）に示すところにより技術提案書の提出者
として選定されていなければならない。

資料提供招請に関する公表
次のとおり物品の導入を予定していますので、
当該導入に関して資料等の提供を招請します。
平成 30 年６月 21 日
国立大学法人北海道大学総長 名和 豊春

◎調達機関番号 415 ◎所在地番号 01
〇第１号
１ 調達内容
 品目分類番号 22、31
 導入計画物品及び数量 統合臨床検査シス
テム 一式
 調達方法 借入
 導入予定時期 平成31年度３月以降
 調達に必要とされる基本的な要求要件
 検体前処理・搬送システム、生化学・免
疫血清検査用分析装置、血液細胞検査装置、
凝固線溶検査装置、尿一般検査装置を有し、
正確性、低コスト化、効率化、省力化及び
迅速化を図り、多検体処理ができること。
 細菌自動分析装置、感受性測定器、嫌気
性菌培養装置を備えた微生物検査装置一式
を有すること。
 解析に必要な機器を含む遺伝子検出装置
一式を有すること。
 解析に必要な機器を含む染色体分析装置
一式を有すること。
 血液型検査や交差適合試験が可能な全自
動輸血検査装置を有すること。
 外来患者採血や病棟採血管出力などの中
央採血業務を支援する装置一式を有するこ
と。
 画像の取込が可能な顕微鏡装置一式を有
すること。
 各測定装置は本院の病院情報システムと
接続ができ、情報の受け渡しが可能である
こと。

２ 資料及びコメントの提供方法 上記１の物
品に関する一般的な参考資料及び同の要求要
件等に関するコメント並びに提供可能なライブ
ラリーに関する資料等の提供を招請する。
 資料等の提供期限 平成30年８月８日17時
00分（郵送の場合は必着のこと。）

 提供先 〒0600813 札幌市北区北13条西
６丁目 北海道大学病院管理課用度第一係
隅田 宇通 電話0117067401

３ 説明書の交付 本公表に基づき応募する供給
者に対して導入説明書を交付する。
 交付期間 平成30年６月21日から平成30年
８月８日まで。
 交付場所 上記２に同じ。
４ 説明会の開催 本公表に基づく導入説明会を
開催する。
 開催日時 平成30年６月28日15時00分
 開催場所 北海道大学病院特別会議室
５ その他 この導入計画の詳細は導入説明書に
よる。なお、本公表内容は予定であり、変更す
ることがあり得る。
６ Summary

 Classification of the products to be pro‑

cured : 22, 31

 Nature and quantity of the products to be

rent : Integrated Laboratory Information

System 1 Set

 Type of the procurement : Rent

 Basic requirements of the procurement :

 The medical laboratory must have clin‑

ical testing devices for sample pretreatm‑

ent, automated transport system, bioc‑

hemical test, immune serum test, blood

cell inspection, blood coagulation test,

and urine general inspection. It must per‑

form accurate, low‑cost, efficient, labor‑

saving, and speed‑up multi‑sample pro‑

cessing.

 It must have microbial testing devices

including a bacterial automatic analyzer,

a drug susceptibility measuring device,

and an anaerobic bacteria culture device.

 It must have genetic testing devices in‑

cluding a genetic analyzer.

 It must have devices for chromosome

analysis.

 It must have a fully automatic device

for blood typing and cross match test.

 It must have devices for central blood

collection room in order to draw outpati‑

ent blood, prepare blood collection tubes

for inpatients, and so on.

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